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国際エネルギー機関（International Energy Agency以下 IEA）などによれば2035年の世界の一
次エネルギー需要は2013年の約1.3倍に増加し，かつ，その増加分の90が中国・インドなどの非

















































































































池（以下 NaS 電池）やレドックスフロー（Redox Flow）電池（以下 RF 電池），小型蓄電池とし
































や土屋・田頭他の研究［土屋・田頭他 2010］に詳しいが，それらをまとめると以下の表 2 のよう















第 一 期 第 二 期 第 三 期
1970年代～1990年代前半 1990年代後半～2000年代前半 2000年代後半以降
背 景 大気汚染対策，石油代替 ZEV 法(28)，地球温暖化対策 低炭素社会，産業競争力の強化
普及目標 EV20万台（2000年度) EV100万台（2010年度) EV200万台（2020年度)






































表 日本国内の HEV，EV，PHV の保有台数，販売台数（年)
HEV PHEV EV 全自動車
保有台数（) 203万台（2.5) 4 千百台（0) 2 万 2 千台（0) 8070万台（100)


















































て EV や FCV がある。これらは，自動車の心臓部をまるごと入れ替えるようなものであり，多大











































iness Continuing Plan以下 BCP）対応の設備（非常時のエネルギー供給設備）として利用者間



























る。また，EV と HEV の中間的な容量の蓄電池を搭載する PHV も利便性次第では普及の可能性









1975年当時のニカド電池の体積エネルギー密度は 68 Wh/L であった。これが1990年には 120














車載用の LIB の電力量（Wh）あたりの単価はおよそ100円であり，仮に，15 kWh の電池を搭
載したとすると EV 一台あたりの電池コストは約150万円と非常に高いものとなる。NEDO の蓄電
池技術開発ロードマップでは，電池コストを2020年に車載用では 2 万円/kWh 以下，電力貯蔵用
ではシステムで2.3万円/kWh を目標としている［NEDO 2013］。
車載電池のコストを試算してみる。電池パックのコストが約100円/Wh とすると，セル価格はそ
の半分なので50円/Wh になる，セル価格の 6 割を材料コストが占めていると仮定すると，その他
コストが10分の 1（生産性が約10倍以上）になったとしても，電池価格 2 万円/kWh を実現するた






にボーイング社の B787に搭載された LIB システムで電池の発火トラブルが発生した。この原因の
















た HV, PHV や EV はまだ発売されて間もないので，回収される蓄電池や廃車も原則的には発生し



























































 OECD/IEA, ``World Energy Outlook 2014'' によれば，世界の一次エネルギー需要は2012年に130.11億トン
（石油換算）が，2035年170.55億トン（同左）と約1.3倍に増加するが増加分の90は非 OECD 諸国が占め
る。












 トヨタは1997年に量産型 HEV の「プリウス」を発表した［加治木，西尾 2008］。
―  ―














 CITI Research のデータでは全世界の民生用 LIB の売上高は2010年の7,690百万ドルに対し2011年が8,708
百万ドルであり，年間伸び率は13.2となる。









 当時鉛電池の単価が10～20円/Wh であったのに対し，NaS 電池で30円/Wh, LIB では100円/Wh 前後と推
定されていた。また，LIB の場合，当時は系統用に対応できる大容量の電池システムができていなかった。
 夜間と昼間の電力価格差でコストメリット追求という目的そのものにアピール力が不足していた。
 ZEV の販売比率を一定以上にするカリフォルニア州環境局の規制で ZEV にはEV, PHV, FCV が該当する。





した。トヨタ GLOBAL NEWSROOM, 2014年11月18日，http://newsroom.toyota.co.jp/en/detail/4197769









 2014年度の車名別新車販売（軽自動車を含む）ではトヨタ自動車の HEV「アクア」が 3 年連続で首位とな
った。日経新聞電子版2015年 4 月 6 日 http://www.nikkei.com/article/DGXLASFL06HFT_W5A400C
―  ―
1000000/（2015年 8 月 7 日閲覧）
 HEV の電池容量は約 1 kWh で EV の15分の 1～20分の 1。従って，HEV の搭載電池は，現在は NiMH 電
池が主である。
 PHV は電気だけでの走行もあるので搭載電池の電池容量は 10 kWh 前後（EV の 2 分の 1～3 分の 1）
 例えば，LIB の主要四部材（正極，負極，電解液，セパレータ）には，いずれも複数の製品タイプがある
［金村 2015］。電池メーカーがそれぞれの電池設計にもとづいて選択している。
 運輸安全委員会「航空重大インシデント調査報告書」2014年 9 月25日
 一定の温度以上になると対数的に抵抗が上昇する感温抵抗器のこと。
 自家用軽自動車の 4 年，普通・小型自動車の 6 年以内の買替えは補助金の返還を請求する。
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